
  

PRESS RELEASE 
株式会社テムザック 

株式会社 GOCHISOU 
2025 年 7 月 9 日  

米粉スイーツ専門店とロボットメーカーがコラボ！  

ロボット農業からできた米粉「雷粉」や「雷粉」を使用した産学連携商品の EC販売を開始！ 
 

 
 

株式会社テムザック（本店：京都市上京区、代表取締役社長：川久保 勇次、以下「テムザック」）と、京都米粉スイーツ専門店を

運営する株式会社 GOCHISOU（京都市中京区、代表取締役社長・小泉倫、以下「BEIKA」）がコラボレーションし、テムザックが農業

ロボット「雷鳥シリーズ」等を用いて生産した“ロボット耕作米”の米粉「雷粉」及び同志社大学経済学部の学生らと開発した「雷粉のスモア

クッキー」の EC 販売を開始いたします。 

BEIKA では 2024 年４月より同志社大学経済学部の学生らと産学連携を進めており、2024 年９月に「雷粉」を使用した米粉スイ

ーツの専門店をオープンしました。テムザックの協力を得ながら学生らと共に「雷粉のスモアクッキー」などを開発し、雷粉の広報活動・商品開

発のプロジェクトを進めてまいりました。これらの商品は大学生の等身大の視点で「自分が食べたい米粉のスイーツ」として考案し、何度も試

作を重ね、大学の学園祭にてテスト販売を行いました。そしてこの度、全国どこからでも雷粉にアクセスすることを目的として、７月９日より

「雷粉」（米粉）及び「雷粉のスモアクッキー」の EC 販売を開始することとなりました。 

テムザック・BEIKA・同志社大学経済学部小橋ゼミでは、現在も新たなスイーツ開発を行っており、雷粉を使った商品開発や広報などの

コラボレーションを引き続き行う予定です。是非今後の活動に注目するとともに、雷粉をご賞味ください。 

 

■販売場所 

 株式会社 GOCHISOU EC サイト 

https://gochisou-kyoto.stores.jp/ 

情報は Instagram でも発信いたします。 @okome_beika   

 

■各社の役割 

BEIKA・学生 テムザック 

雷粉（米粉）スイーツの開発・販売、広報 ロボット開発、雷粉（米粉）の生産 

 

＜取材に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社テムザック 広報担当（藤村） 

TEL：075-748-0856 FAX：075-748-0857  

広報直通：080-8565-0716  

E-mail： tmsuk-pr@tmsuk.co.jp 

株式会社 GOCHISOU（小泉） 

京都米粉スイーツ専門店 BEIKA  

直通：080-5064-1151  

E-mail：info@gochisou-kyoto.co.jp 

  

https://gochisou-kyoto.stores.jp/
https://www.instagram.com/okome_beika?igsh=ZG5weXNkOXNuaWp0
mailto:tmsuk-pr@tmsuk.co.jp
info@gochisou-kyoto.co.jp


■活動経過等 

同志社大学経済学部小橋ゼミでは、かねてから企業・学生で商品開発などの産学連携を行っており、2024 年より BEIKA 様との商品

開発や販路開拓・広報などの連携プロジェクトを進めています。 2024 年度は、今回 EC 販売を行う「雷粉」の広報活動や「雷粉のスモア

クッキー」等の商品開発を行ってまいりました。2025 年度は、2024 年度の活動を引き継ぎつつ、ゼミ生 21 名が５班に分かれ、広報・マ

ーケティング・商品開発などそれぞれの興味のある分野でプロジェクトを展開いたします。今回、プレスリリース等の広報を担当する班では、昨

年度のゼミ生が作成した雷粉を広報する公式 SNS アカウントを引継ぎ、投稿企画や発信タイミングの調整・広報やマーケティングの学びと

実践を通じて、企業や商品の魅力をより多くの人に伝えていく予定です。さらに、ゼミ内で行う商品開発プロジェクトについても、広報班から

発信をしていく予定です。これまでの活動で得た視点を活かしながら、効果的な広報戦略を考えていきたいと考えていますので、今後の活動

にご期待ください。（2025 年同志社大学経済学部小橋ゼミ ゼミ長） 

 

ゼミ活動の様子 

 

■雷粉（らいこ）ついて 

「雷粉」は、テムザックが、最先端ロボット技術を用いて労力を大幅に削減する稲作“WORKROID 農業”で育てた米を米粉にしたもので

す（品種：ミズホチカラ）。耕作放棄が懸念される小規模圃場や不整形地でも、収穫や耕起、雑草抑制、害獣対策などができる農業ロ

ボット「雷鳥シリーズ」を用いることで、手間を最小限にして稲作を維持することが可能となります。 

「米」の消費量は年々減少している一方、「米粉」はパン・ケーキ・麺類など小麦粉の代用品として多用途に使える上に、健康志向の高

まり、輸入小麦の価格高騰などを受けて近年需要が増加傾向にあります。 

テムザックは、WORKROID 農業という新しい省力化農業を確立させると同時に、米粉の製造・流通による付加価値創出・収益化を目

標としており、この取り組みを通して、耕作放棄地拡大を食い止めること、食料自給率向上に貢献することを目指してまいります。 

   

■テムザックの省力化農業の取り組みについて 

米は日本の数少ない食料自給品目ですが、農業従事者の最も多い割合を占めているのは 75 歳以上（2020 年時点）。高齢化・

担い手不足、そして耕作放棄地の拡大に歯止めがかからない状況の中、省力化・省人化に向けた技術革新が必須となっています。 

テムザックは、宮崎県延岡市および北浦農業公社との連携協定（2022 年 12 月締結）に基づき、2023 年春から、ロボット技術を

活用した “WORKROID 農業” を開始し、米粉用稲作の省力化に取り組んでいます。初年度は、農業ロボット「雷鳥シリーズ」を続々開



発＆投入し、労働時間を削減しながら、24a の圃場から 800kg 弱の米を収穫しました。製粉した米粉は「雷粉」の名称で食品業者へ提

供し、6 次産業化の仕組みづくりにも取り組んでいます。 

 

 

プレスリリースに掲載されている情報は、リリース日現在の情報です。今後予告なしに変更する場合がございます。 

会社概要 

株式会社テムザック https://www.tmsuk.co.jp 

人とロボットの共存社会を目指すサービスロボットメーカーです。医療、建築、パーソナルモビリティ、災害レスキューなど重労働や人手が足り

ない現場で、人に代わって活躍する多様な実用ロボット”WORKROID
ワ ー ク ロ イ ド

” を開発しつづけています。 

代表取締役社長：川久保 勇次（かわくぼ ゆうじ） 

本店所在地     ：〒602-8482 京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 689 番地 1 

事業内容         ：ワークロイドの研究開発・製造・販売 

株式会社 GOCHISOU https://gochisou-kyoto.co.jp/   

約 10 年、地方行政にて公務員として産業支援や産学連携等に携わり、食品卸・商品開発・コンサルティング等を行う会社を 2023 年５

月に起業した代表の小泉が「一次産業ファーストで商品づくりをしたい」という思いから米粉スイーツ専門店を 2024 年９月に開業。「アレル

ギーだから、健康だから」ではなく「美味しいから」選んでもらえるスイーツを目指し、お米と米粉の普及のため、日々レシピ開発を行う。 

 

代表取締役社長： 小泉 倫（こいずみ りん） 

本店所在地  ：〒604-8062 京都市中京区蛸屋町１５７番地１ 

事業内容    ：菓子等食品の卸売・小売・商品開発・製造、産学連携の推進、各種コンサルティング等 

 

^~~ 
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